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Meromyarian型線虫の筋細胞配列

(3)Strongylidae,Trichonematidae2，３の雌成虫

大森康正

秋田大学医学部寄生虫学教室

(昭和５０年３月２０日受領）

Strongyloidea上科に属する線虫はMeromyarian‐

platymyarian型の筋細胞を有し（Chitwood＆Chit‐

wood，1934)，観察されたものではいずれも87個の筋細

胞（以下筋と略記）が認められている（Martini，１９０８

a；大森．1974,1975)．筋配列を平面でみるといく通り

かの配列様式がみられるようである．著者は前報(1975）

で鉤虫類と腸結節虫類の筋配列を報告したが，今回は

Strongylidae,Trichonematidaeの中に既報の鉤虫類，

腸結節虫類とは異なる筋列を示すものがみられたのでこ

こに報告する．

l土，１，３，５，７，９，１１，１３，１５の筋が内列，２，

４，６，８，１０，１２，１４，１６，１７，１８が外列，１９，２０，

２１が尾列である．他の３筋域では，１，３，５，７，９，

１１，１３，１５，１７が内列，２，４，６，８，１０，１２，１４，

１６，１８，１９が外列，２０，２１，２２が尾列を構成している．

左腹側のＭｌ８（18番目の筋）および他の３筋域のM19は

内列の並びにあるが,前方の内列の筋（左腹側ではM15，

他の３筋域ではＭ１7）とはその外側で接しており，これ

らの筋は外列に属している．

左腹側の筋の不足は内列にみられる．

Ｃ・CPjsro"J""Z（Fig.２）では左腹側のM18がM15の

内側より生じ，内列所属の筋であった．従って内列の筋

数は腹側の左右が等しく，左腹側における筋の不足は外

列中に存在することになる．

Ｍ九Zci/ieγαでは左腹側のM18がM15の内側より生

じており，CePiSZo"2""Ｌと同様内列に属していた．

考察と総括

観察されたAncylostomatidae（大森，1974,1975)，

Trichonematidae（大森，1975）およびStrongylidae

に属する雌成虫は全て左腹側に21個，他の３筋域に２２

個，合計87個の筋細胞を有し，共通して左腹側に筋細胞

１個の不足がみられた．その他次の諸点が共通してみら

れている．（１）背，腹両側ともに，右側の筋が左側のも

のよりやや前方に位置している*．（２）各筋域において

先端の筋が内側の列にある．（３）概観すると筋は各筋域

においてほぼ２列に並んでいる．（４）多くの筋は前の筋

の内側より生じている．

・内付き（前の筋の内側より生じている状態）の筋を並

べ，列として筋配列を理解すると，既知の筋配列様式は

材料と方法

材料：インドゾウの腸管より得られた以下の３種であ

る．

１）Ｅｑ"/""７６Zａｓ功""c"Zi/bγ"ziｓ

２）Ｃ/io"iα"g/…⑳zsZom""Z

３）Ｍ`ハハ伽α九Jci/b７ａ

１)，２）はStrongylidae，３）はTrichonematidaeに

属している．

標本作製並びに観察法：既報（大森，1974,1975）と

殆んど同様である．今回の材料は大形のため，スライド

グラスに載せ，安全カミソリの刃先で直接右側線部を切

開できた．

成績

Ｅ・ＳｊＰ""C"Ziyb7〃S,CePisto''z""ｚおよびＭ九Ｊ‐

c枕、はいずれも87個の筋を有し，鉤虫，腸結節虫類

と同様に左腹側の筋域に21個，他の３筋域に各22個を認

めた．これらの３種はいずれもよく似た筋配列を示して

いる．Ｆｉｇ．１はＥＭＰ""c"Ｊ１/bγ'"ｉｓの筋配列図であ

る．前報（大森，1975）の如く筋列によって筋配列をみ

ると，内，外，尾の列が認められる．即ち，左腹側で

＊大森（1974）のＦｉｇ．３Ｍｃａｒoγα"zericα""ｓ旱背

部の図は左右が逆である

（６１）
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Ｒ：ＲｉｇｈｔｓｉｄｅＬ：ＬｅｆｔｓｉｄｅＤ：Dorsal
sideV：ＶｅｎｔｒａｌｓｉｄｅＤＬ：Ｄｏｒｓａｌｌｉｎｅ

ＶＬ：ＶｅｎｔｒａｌｌｉｎｅＬＣ：Lateralchord

Ｃ
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Ｆｉｇ３Ｓｅｖｅｒａｌｔｙｐｅｓｏｆｍｕｓｃｌｅｒｏwsina

sectorofmeromyariannematodes（showing

arightdorsalsector）

Ａ：Oxyurid-typeB：Oes”/hagosZo7"〃m-type

C：Ｅｑ”"〃γ6ｉａ－ｔｙｐｅＤ：Ancylostomatid‐

ｔｙｐｅａ：ｉｎｔｅｒｎａｌｒｏｗｂ：externalrow
c：abdominalrowd：ｃａｕｄａｌｒｏｗｅ：ｉｎｓｉｄｅ

ｂｒａｎｃｈｏｆｅｘｔｅｒｎａｌｒｏｗ

Fig.３の如く模式化される．Ａ～Ｄはそれぞれ１筋域

内の筋列を棒線で示している．Ａ型は嶢虫類にみられる

単純な配列様式で全ての筋が内付きに並び，内，外２筋

列から成っている(Martini,1908b,１９１６；大森．1974)．

Ｂ型は内，外の２筋列から成るが，外列は後方で更に分

（６２）
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３．筋配列は内，外，尾の３列がいずれの種にも認め

られた．

４．ＥｓｉＰ""c"/i/bγ''2ｉｓでは４筋域とも同様の筋配

列を示したが（Fig.１)，Ｃ・ePiSZo,"",〃とＭ/izZci‐

た、では左腹側のM18がM15の内側に生じ，内列に属

する筋細胞とみなされた．

（本研究は前主任吉村裕之教授（現金沢大学)，および

現主任鈴木俊夫教授より種々ご教示いただき，本稿のご

校閲をいただいた．材料は大鶴正満教授（新潟大学）よ

りいただき，大林正士助教授（北海道大学）より同定い

ただいたものである．各先生に対し深謝の意を表しま

す.）

岐している．これはOesoPhagDsZol"2'''2やＴｅ７ＭＪｅ"ｓ

にみられる型である(大森．1975)．Ｄ型はAncylosto‐

matidaeのものにみられる様式で，内，外，腹，尾の４

筋列から成っている（大森．1974,1975)．Ｃ型は今回

StrongylidaeのEsiPz`"α`Ｊ１/Ｍ７ｚｉｓとｃ"/sZo'""，"，

およびTrichonematidaeのＭ九Ｊc枕γαにおいてみ

られたもので内，外，尾の３列から成るものである．

Ancylostomatidaeでは現在のところＤ型しか知られ

ていないが(大森，1974,1975)，Trichonematidaeに

はＢ型（OCS⑫/jagosrol""''z，TelW/cJe"s；大森，1975）

とＣ型（Ｍ/ZzZc枕,-α）が知られている．Strongylidae

ではＣ型(ＥｓｉＰ",zCM:/b'Wz/s，Ｃ"/srom"''２）の他に

も存在するようで，例えばＳかo"gy血ｓｓｐｐ．やDecヂル

ＳｍではＤ型を示すようである．

これらの筋配列様式はvulvaの位置と関連がみられ

るようである．vulvaが肛門から離れ，体中央部あるい

はその近辺に存在するAncylostomatidaeやＳｒｒｏ"‐

g:yZ2(ｓｓｐｐ.，Decγ"s/αなどではＤ型の筋配列を示して

いるが，vulvaが体後端部にあるものではＢ型かＣ型の

筋配列を示している．今後Strongyloidea各科の代表

種について調べる予定であるが，生態的にも特異な

６１)wgzJ,""ｓ（vulvaは前方にある）やＳＺ⑫ﾊα"'ｌ７ｗｓ

(vulvaは体後端にある）などからは興味ある知見が得

られるものと思われる．
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まとめ

LStrongylidaeの２種（EsiPz("c"/i/Ｍ"ｉｓおよ

びＣ"/stol""'"）とTrichonematidaeの１種（Ｍ

九Ｊc舵γα）の筋細胞配列を観察した．

２．上記の３種は87個の筋細胞を有していた．

(６３）
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ARRANGEMENT OF THE SOMATIC MUSCLE CELLS OF

MEROMYARIAN NEMATODES

(3) SOME FEMALES OF STRONGYLIDAE AND TRICHONEMATIDAE

Yasumasa OHMORI

{Depart?nent of Parasitology, School of Medici?ie,

Akita University, Akita, Japan)

Observations were made on the females of Equinurbia sipuncliformis, Choniangiuni

epistomum and Murshidia falcifera. They all posses 87 somatic muscle cells, i.e. 22 elements

are found in each muscle sector except for the left ventral where 21 elements are seen as in

the other strongyloids observed.

Three rows (internal, external and caudal) of muscle cells which originate from the in

side of preceding muscle cells may be distinguishable one another in each muscle sector of

each species. In E. sipunculiforms (Fig. 1) muscle cells of Nos. 1, 3, 5, 7, 9, 11, 13, 15 and 17

make up internal row, Nos. 2, 4, 6, 8, 10, 12, 14, 16, 18 and 19 external and Nos. 20, 21 and

22 caudal in each sector except for the left ventral, where the internal is consisted of Nos. 1,

3, 5, 7, 9, 11, 13 and 15, the external of Nos. 2, 4, 6, 8, 10, 12, 14, 16, 17 and 18, and the

caudal of Nos. 19, 20 and 21. In C. epistomum and M. falcifera 18 th muscle cells of left

ventral sector belongs to internal row because of its origination from the inside of preceding

(15 th) muscle cells (Fig. 2).

( 64 )




